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MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-人口１8.11.１現在

●人口／331,744人(－28)
●男／157,258人(＋20)
●女／174,486人(－48)
10月分・出生 221人

・死亡 236人
・転入 778人
・転出　 791人

（ ）内は前月比

●世帯／132,058世帯(＋33)

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
お
よ
び
就
業

し
て
い
る
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
の
か

た
は
、
平
成
18
年
12
月
31
日
現
在
の
状
況
を

保
健
所
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届

出
票
を
12
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
勤
務

先
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
書

い
て
、
１
月
15
日
(月)
ま
で
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
の
資

格
を
持
ち
、
現
在
勤
め
て
い
な
い
か
た
は
、

保
健
総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
保
健
所
保
健
総
務
課

tel(

８
８
３)

１
１
７
０

満
70
歳
以
上
の
か
た
は
、
秋
田
中
央
交
通

の
路
線
バ
ス
で
使
え
る
１
冊
千
円
分
の
高
齢

者
専
用
回
数
券(

ゆ
う
ゆ
う
乗
車
券)

を
、
１

冊
600
円
で
購
入
で
き
ま
す
。
購
入
は
月
に
７

冊
ま
で
。
な
お
、
こ
の
回
数
券
は
、
高
速
バ

ス
、
定
期
観
光
バ
ス
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

ゆ
う
ゆ
う
乗
車
券
を
購
入
す
る
と
き
は
、

高
齢
者
バ
ス
優
遇
資
格
証
明
書
の
提
示
が
必

要
で
す
。
申
請
は
、
高
齢
福
祉
課
、
ア
ル
ヴ

ェ
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
土
崎
・
新
屋

支
所
、
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

で
ど
う
ぞ
。
ま
た
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
岩

見
三
内
・
大
正
寺
連
絡
所
で
も
申
請
の
取
次

ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課tel(

８
６
６)

２
０
９
５

秋
田
市
で
と
れ
た
農
畜
水
産
物
を
主
原
料

と
し
て
つ
く
っ
た
加
工
品
を
、「
秋
田
市
地

域
特
産
品
」
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

認
定
期
間
は
原
則
３
年
で
、
認
定
証
を
交

付
す
る
ほ
か
、
特
産
品
マ
ー
ク
が
使
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
加
工
品
に
つ
い
て
細
か
な
規

定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
農
村
振
興

課
地
域
農
業
推
進
室
へ
。tel(

８
６
６)

２
４
６
２

●
特
産
品
の
応
募

12
月
４
日
(月)
か
ら
22
日

(金)
ま
で
、
地
域
農
業
推
進
室(

市
役
所
分
館
２

階)

に
あ
る
申
請
書
で
お
申
し
込
み
を
。

平
成
19
年
度
に
、
市
お
よ
び
上
下
水
道
局

が
発
注
す
る
物
品(

工
事
用
資
材
を
含
む)

の

入
札
等
に
参
加
す
る
業
者
の
登
録
を
受
け
付

け
ま
す
。

申
請
要
領
と
申
請
用
紙
は
、
契
約
課
窓
口

の
ほ
か
、
契
約
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
新
規
登
録
▼
12
月
４
日
(月)
か

ら
１
月
26
日
(金)
ま
で
　
更
新
登
録
▼
業
者
番

号
の
１
ケ
タ
が
奇
数
の
場
合
は
12
月
４
日
(月)

か
ら
12
月
22
日
(金)
ま
で
、
偶
数
の
場
合
は
12

月
25
日
(月)
か
ら
１
月
19
日
(金)
ま
で

※
た
だ
し
、
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の
休

業
日
は
除
き
ま
す
。

【
受
付
場
所
】
契
約
課
用
度
担
当

●
問
い
合
わ
せ

契
約
課
用
度
担
当

tel(

８
６
６)

２
０
２
２

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/

fn/cn/本
人
確
認
の
証
明
証

や
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
に
も
利
用
で
き
る

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
」
の
交
付
申
請
窓
口

を
、12
月
１
日
(金)
か
ら
、

新
た
に
３
か
所
増
や
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

交
付
申
請
窓
口(

平
日
の
み)

市
民
課
、
河
辺
市
民
セ
ン
タ
ー
、
雄
和
市
民

セ
ン
タ
ー
、
新
屋
支
所
(新)
、
土
崎
支
所
(新)
、

ア
ル
ヴ
ェ
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(新)

※
市
民
課
以
外
の
窓
口
で
は
、
申
請
日
の
翌

日
以
降
に
交
付
と
な
り
ま
す
。

受
付
時
間

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

４
物
品
の
入
札
参
加
業
者
の

登
録
を
受
け
付
け

２
高
齢
者
バ
ス
専
用
回
数
券

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

医
療
従
事
者
の
か
た
は

届
け
出
を

１

３
秋
田
市
地
域
特
産
品
を

募
集
し
ま
す

５
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
申
請
窓
口
を
増
設● ● ●

● ● ●



後
５
時
15
分
ま
で(

ア
ル
ヴ
ェ
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
は
午
前
９
時
か
ら)

申
請
で
き
る
人

本
人
の
み

申
請
に
必
要
な
も
の

①
運
転
免
許
証
な

ど
、
顔
写
真
付
き
の
公
的
身
分
証
明
書(

お

持
ち
で
な
い
場
合
は
、
申
請
受
け
付
け
後
に
、

ご
自
宅
に
照
会
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
後

日
そ
の
照
会
書
と
健
康
保
険
証
な
ど
を
お
持

ち
く
だ
さ
い)

②
顔
写
真
付
き
の
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
希
望
す
る
か
た
は
、
６
か

月
以
内
に
無
帽
、
正
面
、
無
背
景
で
撮
影
し

た
顔
写
真
１
枚(

た
て
4.5
㌢
、
よ
こ
3.5
㌢)

。

写
真
は
窓
口
で
も
撮
影
で
き
ま
す

交
付
手
数
料

500
円

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
住
民
記
録
担
当

tel(

８
６
６)

２
０
１
８
　

公
売
日
時
／
12
月
15
日
(金)
午
後
１
時
〜

会
場
／
市
役
所
職
員
研
修
棟
第
２
研
修
室

公
売
に
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
と
買

い
受
け
代
金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
最
低
公
売

価
格
は
１
万
６
千
900
円(

税
別)

。

な
お
、
都
合
に
よ
り
公
売
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
納
税
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
納
税
課
納
税
担
当

tel(

８
６
６)

２
０
５
８

10月の家庭ごみなどの量

320万９千円
10月の家庭ごみの量は、基準年度(平成14

年度)と比べて557㌧減少し、64万２千円の
貯金ができました。

10月末現在の環境貯金は

ー 

ー 76 089

＊御所野の総合環境センターで焼却・溶融したごみの量(資源化物を除く)

６
電
話
加
入
権
の
公
売

12月は「地球温暖化防止月間」です。省エネ・ごみ
減量に取り組む「ｅ-市民」の事例発表や秋田大学の西
川竜二・助教授の講演「人と環境にいい住まい～住環
境学の知見から」など。入場無料。直接会場へ。

～住まいと省エネを考える～

問い合わせ 環境企画課tel(863)6632

12月９日(土) 午後１時～３時30分
サンパル秋田５階大会議室ところ

と　き

いー

ｅ-市民コンテスト

地域活動に一役
(財)自治総合センター

から、コミュニティ活動
の発展に役立ててほしい
と、旭川・東・勝平・
南・将軍野・茨島・泉・
明徳・浜田・港北・旭北・保戸野地区の各コ
ミュニティセンターに、合わせて250万円の
助成がありました。各コミセンの運営委員会
では、オーブンレンジや卓球台などを購入。
利用者のみなさんにも喜ばれ、より充実した
地域活動に一役買っています。

旭川地区コミセン

宝くじから
うれしいプレゼント！
宝くじの収入を活用した、二つのうれしい

助成がありました。

響け！防火の思い
(財)日本防火協会から、

「やまばと保育園幼年消
防クラブ」に鼓笛隊セッ
トが贈呈されました。同
クラブは、11月５日にア
ゴラ広場で行われた「防

火のつどい」で息の合った演奏を披露。園児
たちの火災予防への思いが、会場を訪れた市
民の心に強く響きました。

防火のつどいで

入学資金や授業料、アパートの敷金・家賃、
学習用品費、国民年金保険料など、お子さん
の入学時や在学中の必要資金を融資する公的
な制度です。詳しくはお問い合わせください。
対象／高校、短大、大学、専門学校などに入
学・在学するかたの保護者
融資額／学生１人につき、200万円以内
融資利率／年２.３㌫(平成18年11月10日現在)
返済／毎月元利均等。期間は10年以内

国民生活金融公庫の教育ローン

国民生活金融公庫教育ローンコールセンタ
ーtel0570-008656

問い合わせ

拉致問題など、北朝鮮による人権侵害問題
に対する認識を深めましょう。詳しくは、
法務省のホームページをご覧ください。
http://www.moj.go.jp/

北朝鮮人権侵害問題啓発週間
12月10日(日)～16日(土)

広報あきた　12月１日号09

年
末
は
料
理
の

作
り
過
ぎ
に
気

を
つ
け
よ
う
！


